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クモ類 ＜クモ目 トタテグモ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：準絶滅危惧） 
ARACHNIDA ＜ARANEAE CTENIZIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：NT） 

キノボリトタテグモ Conothele fragaria (Dönitz) 

 
【選定理由】 
 県内各所に棲んでいるが、ど
の地域においても個体数は少な
く減少傾向にある。古木や崖地
の表面などに住居を作るので、
工事などによる環境破壊の影響
を受けやすい。 
 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 体長雌 10～11mm、雄 6～
8mm。背面の中窩は横向きで前
曲する。第 3 脚脛節背面に窪み
がある。 
 
 
 
 
 
 
 

【分布の概要】 
 低地から海抜 720m まで広く分布する（須
賀, 1989）。各生息地とも個体数は少ない。 
 国内では、本州、四国、九州、南西諸島に
分布する（新海ほか, 2018）。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 樹皮上、石垣、崖地などの表面に袋状の住
居を作る。住居の長さは約 3cm で出入口に円
形の扉を付ける。扉の近くに来た多足類や昆
虫類などの獲物を捕らえて、住居内に引きず
り込む。住居の表面にはコケ・樹皮・土など
を付着させるので見つけにくい。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 県内広く分布するが、多くは単独で記録さ
れる。生息に適した古木や崖地が、伐採や土
地開発などで失われている。 
 

【保全上の留意点】 
 生息地での開発は慎むべきである。 
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（緒方清人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡崎市茅原沢, 2007 年 9 月 9 日, 緒方清人 撮影 

県内分布図 
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